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戦争の悲惨さを学び、世界の平和を願う ～戦争犠牲者慰霊・平和祈願の日～ 

語り部として活躍されています。講演では、悲惨な体

験について語り、そして、平和の大切さを切々と訴え

られました。 

終わりに佐藤教会長は挨拶の中で「平和祈願の日に

学生部のみなさんが平和のことを発表されたことを

頼もしく思います」と述べ、世界平和のために、仏の

子としての使命を果たしていきたいと結びました。 

 8 月 15 日、本部・大聖堂をはじめ全国の教会で、

「戦争犠牲者慰霊・平和祈願の日」式典が行なわれ

ました。 

 京都教会では、青・壮年代表による献鶴の儀、学

生部練成会での気づき発表の後、福島県から京都に

移住されている方から、原発事故の放射能汚染につ

いての現実と切実な思いの発表がありました。 

 続いて、京都在住の被爆体験者の花垣ルミさんよ

り「生まれる－生きる－そして…」と題した講演が

ありました。花垣さんは５歳の時に広島で被爆、小

さな子どもには受けとめることができない体験で、

長い間被爆時の記憶を失くされていました。58 年た

って記憶が戻った花垣さんは、その体験をもとに「お

ばあちゃんの人形」という紙芝居を作られ、原爆の  

～法華経のエッセンスを学ぶ 戸津説法～ 心をクリーニングし六根を清浄に 

8 月 21～25 日の５日間、「天台座主」への登竜門

とされる「戸津(とづ)説法」が滋賀県大津市下阪本の

東南寺で行なわれ、京都教会からも 20 名が拝聴させ

て頂きました。 

 今年は、元宗務総長で、大正大理事長を務める寛永

寺一山円珠院(いっさんえんじゅいん)（東京都）の杉

谷義純(すぎたにぎじゅん)住職が説法師を務め、同宗

の根本経典・法華経の教えを易しく説かれました。 

 杉谷住職は約１時間、半田孝淳・天台座主や一般信

徒ら約２００人を前に、「諸経の王」と最重視された法

華経の歴史や、後世に教えを伝えた聖徳太子や最澄ら

の業績など、冗談を交えながら紹介。法華経のエッセ

ンスを「『すべての人が救われる』という精神。仏教だ

けでなく、キリスト教やイスラム教にも通じる教えだ」

と述べられかした。 

 また「我々の悩みの根本は六根(眼・耳・鼻・舌・身・

意)。衣服をクリーニングするように心もクリーニング

が必要。心のクリーニングとは反省すること。それに

より六根を清浄に保つ」と日常生活での教えの活かし

方を紹介されました。 
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今月のことば ～布施の心を起さしめ～ 京都教会長 佐藤益弘 

 今年の夏は、炎暑、激暑、酷暑、猛暑、極暑など、

何とも形容しがたい物凄い暑さです。朝夕の風は、い

くらか涼しさを感じるようになってきましたが、未だ

未だ暑さに対して注意が必要な状況です。皆様には、

くれぐれもご自愛くださいますよう念じております。

 

 さて、機関誌『佼成』９月号では、「与える喜び」

と題して会長先生からご法話を頂きました。 

 その初めのところで、伝教大師最澄の「己を忘れて

他を利する」という重要な言葉を紹介してくださいま

した。これは、時の朝廷に提出された『山家学生式（さ

んげがくしょうしき）』にある要句であり、このことが

慈悲を実践する極みであると教えられています。しか

し、その通りに実践することは容易なことではありま

せん。冒頭の「いま、とてもお腹を空かせたあなたの

目の前に、おにぎりが一つあるとします。ところが、

まわりの人も同じように空腹です。さて、みなさん、

どうされるでしょうか。人に譲る人。分けあおうとす

る人。あるいは、ひもじさから奪いあいをはじめる人

がいるかもしれません」というたとえ話は、食欲との

戦いでもあり、極めて厳しい状況下での行動判断を迫

られるお話であると思います。今、食を頂いてお腹が

満たされている時には、「それは、もう人さまにお譲

りしますよ」と簡単に言えますが、空腹の状態になる

と分かりません。本当に「言うは易く行うは難し」だ

と思います。しかしながら、私たち人間には本能的に、

欲望を満たすこと以上の幸せや喜びを感受する能力

が具わっていること。その感性がはたらくスイッチが

ある。それは、人の喜ぶ顔や姿であると教えて頂きま

した。私も日々さまざまな人と出会い、ふれあうご縁

を頂いておるのですから、その機会を有効に生かし、

感性がはたらくスイッチをオンにして生活させて頂

きたいと思いました。 

 

今月１０日は、慈母と慕われた長沼妙佼・脇祖さま

がご遷化された日であります。９月号会長法話の後段

に、開祖さまのお言葉として次のように載っていま

す。「いつでも相手の気持を的確にしかも敏速につか

んで、物を欲しがるような人には物を惜しげなく施し

たり…いつでも臨機応変、微に入り細に亘る教化方法

を執られた」というように脇祖さまのお人柄について

ご紹介くださっています。慈悲行に徹しられた脇祖さ

まに倣い、思いやりの実践を繰り返しながら、自らが

絶えず布施の心を起さしめることが出来るよう修行

して参りたいと思います。その上で、多くの人々へも

思いやりの実践の輪が広がるよう働かせて頂きたい

と存じます。 

先月下旬、京都教会で「ニコニコキッズフェア」と

銘打って、子どもたちに教会参拝して頂き、楽しいプ

ログラムを通して仏さまの教えに結縁し、仲間づくり

をしてもらおうと、４日間連続の催しを開かせて頂き

ました。主には、スイカ割り、ヨーヨーすくいなどを

日替わりでさせて頂きました。その中で、子ども達に

一番楽しかったことを尋ねると、意外にも教会の庭へ

の水撒きだという答えが返ってきました。子どもたち

を通して、人間の真の喜びは、与える喜びであり、そ

れは思いやりの実践の中にあるということを改めて

教えて頂いた次第です。 

 

元気なパワーが大集合 ～夏休みの日替わり体験 ニコニコキッズフェア～ 

 

夏休みを利用し 8 月 20～23 日の間、小学生を

対象に「ニコニコキッズフェア」が開催されまし

た。4 日間で 40 人近くの子供たちが遊びに来て

くれました。 

 子供たちは①あいさつをしよう②はい！と返事

をしよう③はきものをそろえようの 3 つの約束を

交わしました。中庭の水やり体験やビニールプー

ルや水鉄砲で遊んだり、スイカ割りを行ないまし

た。 

 日替わり体験として、魚つりゲーム、スーパー

ボウルすくい、お絵かき大会、流しそうめんが行

われました。最終日の流しそうめんでは佐藤教会

長自らがそうめんを流す役をして、子供たちだけ

でなく大人も巻き込んで楽しい思い出になりまし

た。  
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新宗連 戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典 明社「全国集会 2014」は京都で開催 

 来年の「明るい社会づくり運動・全国集会」が京都

で開催されることが決まりました。全国集会は２年ご

とに開かれており、昨年は宮城県で実施されました。

（下は石巻会場での光景、明社ホームページより） 
 9 月 14 日に、全国明社・原事務局長が京都に来ら

 8 月 14 日、新宗連（新日本宗教団体連合会）主催

による「第４８回戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典」

が東京・千代田区の国立・千鳥ヶ淵戦没者墓苑で開催

されました。 

 教義や信条の違いを乗り越え、宗教協力の理念のも

と、戦争犠牲者に慰霊の誠を捧げるとともに、平和実

 

現の誓いを新たにす

るものとして、開催

されています。 

（写真・新宗教新聞

より） 

れ、京都のメンバーに対す

る全国集会についての説

明会が予定されています。

この日をスタートに、1 年

後の開催に向けて準備が

進められます。  

～「おまかせ」の真髄を学んだ壮年団参～ ～皆で協力し合った婦人部団参～ 
 8 月 24～25 日に壮年団参が行われ、壮年部員 50

名が本部に参拝しました。 

 24 日夜のプログラムでは映画上映、よろず相談、

真向法、おかげさ間、ダーナーの集い、時事問題講演

会と多彩で、各自興味のあるコーナーに参加しました。

時事問題講演会での「日本国憲法改正」の話しが非常

に参考になったとの声が多くありました。 

 25 日の式典ではひろさちや氏の講演があり、「南

無」とは仏さまにおまかせということであり、「おまか

せ」とは「文句を言わない」ということであって、ど

のようなことがあろうとも、その中から幸せを探すこ

とが大切だ。そして「イライラガツガツの人生より、

のんびり、ゆったり、ほどほどの人生がよい」と述べ

られました。参加者は各自自分の置かれている境遇の

有難さを再認識すると共に「おまかせ」を日常生活に

活かしていくことの大切さを学びました。 

8 月 3～4 日に婦人部団参が行なわれ、婦人部やご

家族・女子部員 40 名が参加しました。 

3 日の夕方は青年本部婦人部担当教務員さんを中心に

法座があり、昨年の光祥さまご巡行で「佼成会の教え

は喜びを見つける教えであり、苦は幸せの種です」と

おっしゃっていたことを教えて頂きました。それを通

して『今の中に喜びを見つける達人になりたい』と感

じることが出来、また今がんばっている自分にスポッ

トをあてて下さり喜びを見つける『結び』に感動しま

した。 

4 日の庭野皓司教団参務さんの講話では父親としての

開祖さまのお話をして下さり、親としてのあり方を学

ばせて頂き、参加者は自らの境遇に当てはめながら拝

聴することが出来ました。 

子連れ参加の方は同室の方にも気を使いながら、みん

なで協力し合ってありがたい団参となりました。 
 

庭野日敬の 

著書に学ぶ 「見えないまつげ」より 
 人それぞれに個性があるように家にもやはり個性が

あります。それは父親や母親の個性を基盤とするもの

でしょう。それが、幼少期、少年期をその家で過ごす

子どもたちに、一生を支えるほどの大きな影響を与え

ていくわけです。（中略） 

 日本一の大地主として栄えた山形県酒田の本間家の

家訓も有名です。十二カ条ありますが、主なものをあ

げてみましょう。 

「神を敬い。仏を崇（たっと）ぶこと。一日も信仰を

怠ってはならない。 

 勤勉の二字を忘れるな。 

 公益のためには財を惜しんではならない。 

 家を継ぐ者は見聞を広めるため全国を旅行せよ」 

 このほか、仕事で得た利益の四分の一を神社仏閣に

献納し、四分の一を小作人や困窮者の救済にあてる、

という不文律もあったそうです。 

 本間家数百年の歴史のなかには、天明の飢饉や、た

び重なる冷害凶作、そして米騒動などもありました。

それらの危機を克服して繁栄を続けるのに、この家訓

の果たした役割は大であったといわれます。 

 昔の大工さんの家では、子どもが道具箱をまたいだ

りしたら、目の玉が飛び出るほど叱られたものです。

農家では、クワやカマをいつもピカピカにしておくよ

う、きびしくしつけました。商家では、朝起きたら店

の前を掃除するしきたりになっていました。こういう

規律を身につけて育てば、それが一生の財産になって

いくのです。 

********************************************

 このあと、解説に「家族にとっての教訓は、その家

に育つ子どもたちの一生を支える大きな柱になり、子

孫に伝わることで（教訓を残した）人が永遠に生き続

けることになる」と述べています。 
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「世界平和とＷＣＲＰの貢献」  

《現在の WCRP》 

「宗教の国連を作りたい」という、志を同じくする

仲間と共に誕生したＷＣＲＰの国際事務局は、ニュー

ヨークの国連本部のすぐ近くに置かれました。 

現在では、その国連の経済社会理事会の「総合協議

資格」(カテゴリー1・ユニセフ等と同等)に属し、国

連に対して提言が出来る立場にあります。そして、他

の国連 NGO(非政府組織)と共に、国連における様々な

活動の一翼を担っています。 

元国連事務次長の明石康氏は「国連憲章には、国と

国との戦争防止の規定はあるが、地域紛争防止の規定

はない。東西の冷戦が終結後は地域紛争が頻発し、そ

の紛争防止や解決にはＷＣＲＰのような民間の組織

が、極めて重要な働きを期待されている」と、述べて

おられます。 

ＷＣＲＰの活動は国連のみにとどまらず、数年前に

アメリカ国務省内に「戦略対話・宗教と外交に関する

部会」が発足した際には、ＷＣＲＰのベンドレイ国際

事務総長が共同議長に選任されました。 

最近ではシリアの内紛に関して、アメリカ政府から

も支援を受けて、和平の取り組みをしています。この

ように、現在では国際社会がＷＣＲＰを認知し、国連

や各国政府から和平の仲介者として依頼を受け、非常

に重要な役割を果たしています。 

ある時、アメリカ国務省から、「ミャンマーのマイノ

リティ(少数派)のイスラムの方々が非常にご苦労され

て苦しみを味わっている。それに対して何とかできな

いものか、ＷＣＲＰとして声明を発表できないか」と、

電話がありました。 

ベンドレイ国際事務総長は「私たちはすでに現地に

入り、ミャンマー委員会が立ち上がって、仏教徒、イ

スラム教徒、ヒンズー教徒、キリスト教徒が共同で声

明を発表しております」と、国務省に報告を致しまし

た。 

現在ＷＣＲＰの組織は、アジア、ヨーロッパ、中東、

アフリカ、北アメリカ、ラテンアメリカの 6 つの地域

委員会と、その中にある約 90 ヶ所の各国委員会で構

成され、世界の様々な地域で宗教者による紛争解決に

取り組んでいます。 

《政府や財界からの支援》 

現在、ＷＣＲＰの活動に賛同し、資金援助をしてい

る国は、アメリカ、イギリス、ドイツ、オランダ、ノ

ルウェー政府など。日本政府からは昨年初めて、タイ

の委員会に「政府開発援助」(ODA)が成されました。

民間からは、フォード財団、ビル・ゲイツ財団・エ

ルメス財団などから支援がありますが、その他にも

「国際評議員会」(インターナショナル・トラスティー

ズ)という組織があります。 

インターナショナル・トラスティーズは、「財的基

盤の確立と国際的認知度の向上」を目的として、

1999 年に誕生しました。主なメンバーは、バーボン

で有名なジャック・ダニエルのオーナーやクウェート

の石油王。アメリカ大統領の首席補佐官だった方や、

ニューヨーク大学の元学長さんなど、様々な分野の

30 名ほどの方々が資金援助をして下さっています。

 そうした中で、日本にもそのような組織を作ろう

と、2006 年の第 8 回京都大会の時に「インターナ

ショナル・トラスティーズ・日本グループ」が誕生し

ました。通称をジャパニーズ・トラスティーズ（JT）

と呼び、企業経営者を中心に、現在 40 名ほどのメン

バーがおられ、財政的支援をして下さっています。 

また、本会の大田教会(東京都大田区)が、毎年バザ

ーの収益金をタイ、ミャンマー、スリランカなどの支

援にご寄附をされております。その寄付金で、まだ内

戦中だった 2008 年に、スリランカの委員会を立ち

上げることができ、2009 年はタイの委員会、昨年の

9 月には、ミャンマーの委員会も立ち上がりました。

こうして、様々な方々のご支援によってＷＣＲＰは

発展して来ました。 

今年の 11 月には、オーストリアのウイーンで「第

9 回 WCRP 世界大会」が開催されますが、テーマは

『他者を歓迎する――人間の尊厳、市民権、そして分

かち合われる幸福のための行動』です。 

(つづく)

 
渉外部からのお知らせ 
●９月の主要行事予定 

 ９月１日 

   ４日 

   10 日 

    15 日 

    〃 

   23 日 

朔日参り・布薩の日 

開祖さまご命日 

脇祖さま報恩会 

釈迦牟尼仏ご命日 

シルバーフェスティバル 

秋季彼岸会 

 9：00～ 

 9：00～ 

 9：00～ 

 9：00～ 

12：00～ 

 9：00～ 

●メッセージ 
先日、YouTube で動画検索をしていたところ、

WCRP８の映像がありました。宇部教会のある方が撮

影されたとのことでした。連絡が取れお話しを聞きま

すと平安月報の開祖さまのコーナーを大変楽しみに

されていることが分かりました。皆さん、開祖さまの

ことが大好きなんですね。直接、読者の方からお声を

聞くと励みになります。ありがとうございました。 

 


